
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい年を迎え、お祝いの言葉を述べたいところですが、１月１日に発生した能登半島の地震によって、被災された

大勢の方々が今もなお苦しんでおられますので、その方々へお見舞いを申し上げるとともに、皆さまの生活が一日も

早く復興されますことを祈念いたします。 

私たちは、このことを遠い所の話で終わらせるのではなく、「自分たちのすべきことは何か」ということを考える必要

があります。ただ、現地に行って復旧作業を手伝うことは、なかなかできることではありません。それならば、いったい何

をすべきなのか。   それは、私たち全員が「もしもの時」についてイメージすることです。 

例えば、本校でも年間を通して何度も避難訓練を行っています。危機的状況は地震に加え、火災、水害、不審者、ミ

サイルなどさまざま考えられます。それぞれの訓練の時に「いつ、どこで、どのような」状況が起きてしまうのか、何通り

かできるだけ具体的にイメージして、その際、あなた個人として、また、集団（「いつ・どこで」で変わってきます。家族、

友だち、級友、部活の仲間・・・等）としてとるべき行動について考えておいてください。それは訓練の時だけでなく、日

頃からイメージしておくことが大切になります。 

今、まさにニュースなど報道では、地震の際、どのような困難な状況が起きるのか、また、その際にとるべき行動につ

いて詳細に伝えられています。それらを記憶に留め、いざという時にできる限り最適な判断を下し、行動することが大

切です。今、私たちができること、すべきことは、この災害を「自分事」として受け止め、一つでも多くの命を守るために

考え続けていくことだと思います。 

 

 

● 「まとめ」の学期 ● 

新しい年が始まりました。３学期はよく、１年の「まとめ」となる学期

と言われます。「でも、『まとめ』と言われても、何をしたらいいのだろ

う？」と、なかなかイメージがわいてこないかもしれませんね。 

ここで言う「まとめ」を詳しくイメージしてみると、 

「次の学年をより良い学年にするために、４月から自分が行動し

てきたことや考えたことを振り返り、これからの３か月間でやるべ

きことを選択し行動すること」  このようになります。 

つまり、進級（進学）の準備をするにあたって、コロナなどのさまざ

まな制限のある中でも、自分がどれだけ「やるべきこと」「やれるこ

と」に挑戦してきたのか振り返る必要があります。 

１年生は、初めての中学校生活でどんなことに挑戦できたのか振

り返ってみてください。４月からは後輩が入学してきます。理想の先輩

像をイメージして、これまで頑張ってきたことを続けたり、新たなこと

に挑戦したりしましょう。 

２年生は、コロナなどの影響から、中学校の１年目、２年目とで、異

なる流れの中でもいろんなことに挑戦し、困難を乗り越えてきました。 
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北門には山茶花
さざんか

の花が春の訪れを告げています。 

隣の桜の枝には、小さなつぼみが見られます。 

生徒のみなさんへ 
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そのような中、湯川中学校のリーダー学年として、自分自身はどのような

ことに挑戦すべきかイメージしてください。 

３年生は、理想とする進路実現のため、自分が何に挑戦すべきか分か

っていることと思いますので、あとはいろんな誘惑に負けず、そのことをい

かに実行するかにかかっています。また、受験は団体戦です。互いに励ま

し合い、応援し合って乗り越えていきましょう。１・２年生の皆さんも１年後、

２年後の自分の姿をイメージしながら、３年生が中学校生活の集大成として残された期間をどのように過ごしていくか、

先輩たちの姿をよく見ておいてください。 
 

● 挑戦を続けると「才能」になる ● 

３学期のスタートから、やるべきことをやりなさいとか、挑戦しなさいとか、プレッシャ

ーになることを言いました。「わかっているけど、挑戦するって難しいよなあ」と感じてい

る人も多いと思います。 私もそう思います。 

何かに挑戦したら、必ず報
むく

われるのであれば、誰でも挑戦するでしょう。むしろ、す

ぐに報
むく

われないことの方が多いから、なかなか一歩が踏み出せなかったり、続かなか

ったりするのかもしれません。ですので、報われないかも知れないところで、情熱、気

力、モチベーションをもって継続して挑戦することは、とても大変なことです。ですから、

それをやることが 「才能」 であると思っています。 

よく、才能は、もって生まれるものと言われます。だから、「自分には才能がないか

ら・・・」と思ってしまいがちです。一方、辞書で「才能」を調べてみると、「一定の素質、または、訓練によって得られた能

力」とあります。つまり、粘り強く努力を続けて得られる能力ということですから、才能とは、「挑戦する努力、そしてその

継続で得られる力」であるとも言えるでしょう。 

何に挑戦するかはあなた次第。小さなことでも、何かが出来るようになる自分をイメージすると、きっと生活の中にわ

くわくすることが増えていきます。皆と一緒に、「挑戦し続ける人が集まる、わくわくする湯川中学校」を作っていきましょ

う。新しい年を迎え、そんな学校をイメージして、私も挑戦を続けていきたいと思います。 
 

● 北九州市中学校の頂点に！ 

９月上旬から１１月中旬の約２ヵ月

間、北九州市内の小・中・特別支援

学校では、４年ぶりに教職員によるバ

レーボール大会が開催されました。本

校は小倉南区を１位で通過し、その

勢いのまま市内大会決勝戦まで１セ

ットも奪われることなく見事勝利しま

した。職員が一致団結できたのは、日

頃から生徒の皆さんからエネルギー

を分けてもらっていたから！ かな？ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

全員バレー、選手も応援もみんなが主役！団結の勝利！いい笑顔です。 

保護者の皆さまへ 
● 今後の予定 ● 
１月１０日（水）３年生 実力テスト、 給食開始、 ３年生面接練習開始    １５日（月）放課後：代議・専門委員会 
１７日（水）部活動休養日    １９日（金）３年生 私立高校推薦入試    ２０日（土）３年生 北九州高専推薦入試 
２４日（水）６校時：補充学習の取組    ２４日（水）３年生 公立高校特色化選抜入試 

     ３０日（火）～２月２日（金）３年生 私立高校一般入試     ２月２日（金）午後：新入生説明会（体育館） 
  ２月６日（火）７日（水）３年生 公立高校推薦・ひびき高校Ⅰ期入試   ７日（水）８日（木）午後：３年生 保護者懇談会 
１１日（日）３年生 北九州高専一般入試   １４日（水）６校時：補充学習の取組 
２０日（火）～２２日（木）１・２年生 学年末考査（２０日２１日給食なし）、 ２１日（水）２２日（木）３年生 実力テスト 
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